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• 光の速さ cとする

• 光より早いはない！

• 媒質の屈折率がｎの場合

• 光の速さv は v =
𝑐

𝑛

• ガラスの屈折率は 1.0より大
きい

• したがって 光の速さは遅く
なる

• 光路長＝屈折率×距離

• 真空中で距離 𝑙 だけ進む時間
は

𝑙

𝑐

• 屈折率ｎの媒質中に距離 𝑙 だ
け進む時間は

𝑙

𝑣
=

𝑛𝑙

𝑐
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屈折率n>1.0

屈折率n>1.0

屈折率
n=1.0

位相 π (180°)ずれる

＝λ/2 ずれる

＝ 逆位相になる

屈折率
n=1.0

ずれない



薄膜
屈折率 n
ｎ>1.0

空気
屈折率n=1.0

空気
屈折率n=1.0
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step-1
①②は平面波で平行 位相も同じ
波面（同じ位相場所）は
進行方向と直角な面

②が薄膜に到達した点がA1
その時の①の到達点はA2



薄膜
屈折率 n
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空気
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空気
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step-2
①が B2まで達したとき
②は B1まですすむ

A1B1は A2B2/n
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薄膜
屈折率 n
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空気
屈折率n=1.0

空気
屈折率n=1.0
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step-３

①はB2で反射する
②が余分に進む距離 つまり
経路差は
B1CB2
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薄膜
屈折率 n
ｎ>1.0

空気
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step-4

A1B2Cを延長 ⊿CB2Dをつくる
すると，CB2＝CDの二等辺三角形にな
る

したがって経路差 B1CB2＝B1CD
となる。

ところが，B2ED=薄膜の厚さ×２
なので

経路差は２Dcos r  となる。
B1

B2

i i i   

r

C   

D   

r

E   

ｄ

ｄ



薄膜
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step-5

A1B2Cを延長 ⊿CB2Dをつくる
すると，CB2＝CDの二等辺三角形にな
る

したがって経路差 B1CB2＝B1CD
となる。

ところが，B2ED=薄膜の厚さ×２
なので

経路差は２Dcos r  となる。
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経路差＝
2d cos r



薄膜
屈折率 n
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step-6

経路差は２Dcos r  となる。
位相がπずれる ＝ １８０度
逆位相 つまり 反対
λ/2 ずれる

P １９３ 経路長と反射より干渉の条
件を求める

経路長 2d cos r 屈折率 n

光路長 ＝ 屈折率× 経路長
光路長 ＝ 「 」

波長 λ として
干渉の条件
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位相がπ
ずれる

位相ずれない

干渉が
発生する


